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AWS とクアルコム、ソニー・ホンダモビリティと連携し、 

AI搭載次世代 EV 「AFEELA」 の開発を加速 

● AFEELA ユーザーは、AWS を活用したインフォテインメントと 

パーソナライズされたドライビング体験を享受 

● AWS 上で稼働する Qualcomm アクセラレーターが、 

AFEELA の先進運転支援システム（ADAS）技術の開発と導入を加速 

 
Amazon.com, Inc.（NASDAQ: AMZN）の関連会社である Amazon Web Services, Inc. 

（以下、AWS）は、Qualcomm Technologies, Inc.（以下、クアルコム）、ソニー・ホンダモビリティ

株式会社（以下、SHM）と、AI を活用した自律機能と高度なエンタテインメントシステムを融合させ

た、次世代スマート EV 「AFEELA」の開発スピードに関する新たな進展を発表しました。3社の連携に

より、 AWS のクラウドインフラストラクチャと Qualcomm AI 100 アクセラレータを活用することで、SHM

は先進運転支援システム（ADAS）の開発力を加速。AFEELA をコンセプトから進化させ、2026年

の発売に向けた量産車両の実現をめざします。 

 

ソニー・ホンダモビリティ株式会社 ネットワークサービス開発部ゼネラルマネジャーである高倉 大樹氏は、次

のように述べています。「この連携や AWS クラウドを活用することにより、私たちは AFEELA を常にクラウ

ドとつながるモビリティへと進化させ、安全性とエンタテインメントを融合させたパーソナルな乗車体験の実現

をめざしています。AWS上の Qualcomm アクセラレーターの活用により、従来は数カ月を要していたシミ

ュレーションにかかる開発期間を大幅に短縮し、かつこれまでにない膨大な規模の走行データの処理が可

https://press.aboutamazon.com/aws/2025/9/aws-and-qualcomm-work-with-sony-honda-mobility-to-accelerate-the-development-of-ai-powered-afeela-ev


 

能になります」 

 

360度を検知するセンサーとスマート な AI システムを搭載した統合ネットワークにより、 AFEELA は、

道路状況を正確に認識し、実用性も備えた革新的で高度な自動運転支援を実現します。 AWS が提

供する先進的な AI は、カメラや各種センサーから得られる膨大なデータを集約し、車両の 「見る・予測

する・計画する」 を支援し、運転支援機能を強化します。SHM が実現する本インテリジェントシステムに

より、ドライバーはより簡単に最適なルートを探し、駐車することが可能になります。 

 

AWS 自動車＆製造事業本部ゼネラルマネージャーである Ozgur Tohumcuは、次のように述べてい

ます。「AWS は SHM およびクアルコムとの連携を通じて、自動車の開発と体験そのものを根本から変革

しています。クラウド技術と AI機能をシームレスに統合することでドライビング体験を向上させ、SHM が革

新的な機能をこれまで以上に迅速に顧客に届けられるよう支援します」 

 

さらに、3 社はクラウドベースのインフラストラクチャとツールチェーンを構築し、SHM がデータシミュレーション

の生成・処理・分析を効率化できるよう支援しています。これにより、SHM の ADAS 開発が飛躍的に

加速します。本システムは、データ処理量の大幅な増加への対応を可能にし、適応型クルーズコントロー

ル、駐車支援、自動運転などの ADAS 開発を強化し、最終的には AFEELA に搭載される

Snapdragon Ride SoC 上で稼働予定です。 

 

Qualcomm Technologies, Inc. VP Product Management である Anshuman Saxena氏

は、次のように述べています。「AWS および SHM との連携は、自動車のイノベーションにおける根本的な

転換点です。シリコン技術とクラウドの拡張性を融合することで、ドライバーにこれまでにない卓越した体験

を提供できます。クアルコムのエッジ AI 機能を AWS 環境で稼働することで、従来なら数年を要した進

化をわずか数カ月に短縮し、消費者が自動車に求める水準の向上に貢献します」 

 

Qualcomm AI 100 アクセラレーターを搭載した AWS の Amazon Elastic Compute Cloud

（Amazon EC2）DL2q インスタンスは、Snapdragon Ride プラットフォームとの組み合わせにより、

AFEELA の開発を大幅に加速させています。これにより、検証の高速化、大幅なコスト削減、さらに物理

の環境では再現が難しい多様なシナリオでの高度なテストが可能になっています。これは単なる開発スピ

ードの向上にとどまらず、クラウドコンピューティングと AI を融合させることで、車両の概念そのものを根本か

ら再定義する取り組みです。 

 

 

 

アマゾン ウェブ サービスについて 

アマゾン ウェブ サービス（AWS）は、2006年に他社に先駆けてサービスを開始して以来、世界で最も

包括的かつ幅広く採用されたクラウドサービスになっています。AWSは継続的にサービスを拡大しており、

コンピューティング、ストレージ、データベース、ネットワーク、分析、機械学習および人工知能（AI）、モノ

のインターネット（IoT）、モバイル、セキュリティ、ハイブリッド、メディア、ならびにアプリケーション開発、展

開および管理に関する 240種類以上のフル機能のサービスを提供しています。AWS のサービスは、38



 

のリージョンにある 120のアベイラビリティーゾーン（AZ）でご利用いただけます。これに加え、チリ、サウジ

アラビア王国、ドイツの 3 つのリージョンにおける 10 の AZ の開設計画を発表しています。AWSのサービ

スは、アジリティを高めながら同時にコストを削減できるインフラエンジンとして、急速に成長しているスタート

アップや大手企業、有数の政府機関を含む数百万以上のアクティブなお客様から信頼を獲得していま

す。AWSの詳細については以下の URL をご参照ください。 

https://aws.amazon.com/ 

 

Amazon について 

Amazon は 4 つの理念を指針としています。お客様を起点にすること、創造への情熱、優れた運営への

こだわり、そして長期的な発想です。Amazon は、地球上で最もお客様を大切にする企業、そして地球

上で最高の雇用主となり、地球上で最も安全な職場を提供することを目指しています。カスタマーレビュ

ー、1-Click 注文、パーソナライズされたおすすめ商品機能、Amazon プライム、フルフィルメント by 

Amazon（FBA）、アマゾン ウェブ サービス（AWS）、Kindle ダイレクト・パブリッシング、Kindle、

Career Choice、Fire タブレット、Fire TV、Amazon Echo、Alexa、Just Walk Out 

technology、Amazon Studios、気候変動対策に関する誓約（The Climate Pledge）などは、

Amazon が先駆けて提供している商品やサービス、取り組みです。Amazon について詳しくは 

Amazon Newsroom および About Amazon から。 

 

報道関係からのお問い合わせ先 

アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社広報部 awsjp-pr@amazon.com 

広報代理店 株式会社プラップジャパン 

担当 : 中田 (070-7523-6980)、中根(080-6859-3639) 

Email: aws_pr@prap.co.jp 
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